
 ■ 議員定数に係る論点に対する各会派の基本的な考え方

維 新 自 民 公 明 共 産 民 主 国 民

総定数
選挙区の設定
一票の較差

【総定数】
議会改革を先導する府議
会として、まずは、人口あ
たりの議員数比で全国最
小値となるよう、議員数
の削減を図る。

【選挙区】
現行の選挙区を維持。

【任意合区】
現在、任意合区している
選挙区は現行通り。任意
合区を増やさない。

【一票の較差】
市町村毎に様々な事情
があることを踏まえ、法の
範囲内で可能な限り、各
市町村から代表を選出す
る中で、一票の較差はで
きる限り小さくする。

【一票の較差・死票】
現状より小さくすることが
望ましい。

【選挙区】
一票の較差・死票の縮減
や、地域代表という側面
を十分に踏まえたものに
すべきであり、選挙区を
変更する場合は、住民に
対する丁寧な説明と周知
が必要である。

【任意合区】
一票の格差・死票の縮減
という課題の解決に必要
な場合は、地域代表とい
う側面及び民意を十分に
踏まえた上で、任意合区
を行う。

【総定数】
人口あたりの議員数比は
全国最小水準を保ち、選
挙区とのバランスや議会
機能の維持といった観点
で定めるべき。

【一票の較差の是正と死
票の削減】
議員定数及び選挙区を
変更する際には一票の
較差を拡大せず、可能な
限り縮減を目指すこと。ま
た、死票の削減を図り、
民意を的確に反映できる
制度に改善すること。

【選挙区の定数】
一票の較差・死票・無投
票選挙区等の課題を改
善すべく、１人区の削減
に取り組むべき。

【任意合区】
平成25年12月の公職選
挙法改正を踏まえ、上記
の課題と地域代表制との
バランスを考慮した上で、
任意合区に取り組むべ
き。

【総定数】
人口あたりの議員数比で
全国最小水準にある現定
数（88）を増やすことなく、
上記の課題を解消する。

地域住民を代表し、府の
意思決定をするのにふさ
わしい規模であることを
前提に

【一票の較差】
最大２倍未満まで縮小す
る。

【死票】
前回府議選の得票数に
照らし、「死票」が増えな
いようにする。

【任意合区】
以上の課題解決に必要
な場合、最小限の任意合
区を行う。

【定数は現行88】

【一票の較差】
小さい方が望ましい。

【選挙区の設定】
市町村ごとに議員を選出
するのが望ましい。
選挙区内定数を増やす
べきであり、定数を削減
するのであれば、政令市
内については選挙区合区
が必要。

【総定数】
複数人区を増やす意味で
総定数増が望ましいが、
（総定数削減の声もある
中で）現実的には現状維
持。

【一票の較差】
議員定数に係る改革を進
める上で、一票の較差を
是正することは議論の余
地がなく、そうしなければ
府民に説明ができない。

【任意合区】
定数を削減するのであれ
ば、合区の話は絶対に避
けて通れない。

女性の政治参画

●女性が議員活動しやす
い府議会の環境づくりを
積極的に進めていく。
●各会派・各政党が候補
者選定等においてしっか
りと対応していく。

●女性が参画しやすい制
度・環境づくりを進める。
●まずは、各政党の方で
取組を進めるべき。

●女性が参画しやすい環
境づくりを検討すべき。

●女性がたくさん参画で
きるよう検討していくべ
き。
●搾乳室等の環境の整
備を検討する。

●選挙区の設定が影響
しており、他府県の事例
も参考に検討する。

●クォータ制は、男性差
別であり、断じて認められ
ない。
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1 533,094 4.766 4 0.766 7 1 5 106,619 108

2 558,305 4.991 4 0.991 1 1 5 111,661 113

3 441,322 3.945 3 0.945 4 1 4 110,331 112

4 495,651 4.431 4 0.431 15 4 123,913 125

5 521,679 4.664 4 0.664 9 1 5 104,336 106

6 202,361 1.809 1 0.809 6 1 2 101,181 102

7 431,086 3.854 3 0.854 5 1 4 107,772 109

8 395,075 3.532 3 0.532 12 1 4 98,769 100

9 553,526 4.948 4 0.948 3 1 5 110,705 112

10 401,558 3.590 3 0.590 10 1 4 100,390 102

11 385,567 3.447 3 0.447 14 3 128,522 130

12 331,109 2.960 2 0.960 2 1 3 110,370 112

13 383,625 3.430 3 0.430 16 3 127,875 129

14 143,096 1.280 1 0.280 20 1 143,096 145

15 397,289 3.552 3 0.552 11 1 4 99,322 101

16 375,186 3.354 3 0.354 19 3 125,062 127

17 505,841 4.522 4 0.522 13 1 5 101,168 102

18 302,441 2.704 2 0.704 8 1 3 100,814 102

19 229,733 2.054 2 0.054 23 2 114,867 116

20 117,641 1.052 1 0.052 24 1 117,641 119

21 249,577 2.231 2 0.231 21 2 124,789 126

22 269,219 2.407 2 0.407 18 2 134,610 136

23 119,764 1.071 1 0.071 22 1 119,764 121

24 493,940 4.416 4 0.416 17 4 123,485 125

8,837,685 66 13 79 111,869
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